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ソ 四 J、 十 テ 均等サ ~Iヨ 度 プ ナ物ア、
今十事七 J、 t毘 ユノV 旬 華 時： フ ノ 過
(J 五氏度秋度 多 J、 牙 氏 米 ジ感激

迄度五 内 田 ーー 量ナ矛IJ 四 ー－ メ ナ ナ司、
連以十外牒於 ーー ジ伊十於テ ノV ノレ

、
績上 度 ーー ＿，、 ブ 泥本太五 プ JV 成蒸司、
ジ ナ青 ミノ 北 前茨邦利 度 泥 ニ 長 否 姿、
プ y 家t 主プ－ 緯記 ヲ ーー 露 内茨遁 ーー ヲ

生 ト ！際皆四 ri￥，産於西 外 ノ Jえ 通妨
成 Jえ ~，、 四十米 ジア 毘 ノ 生 JV ス ク、
セ 同十度諸君； J、 瑞 地成土 JV

,,...... 

JV 四 五内図他秋典 方 － ー
地 毛 キ句、

::r 十 度外ニ 言者田北 － ー 最 其土

ト 入以青於所牒米 ジ 毛 成地、
ア 皮下森ケ ニ青合句、 す 通 長

-!:; ヲ 石 ーー 牒 JV 少森来 愛 セ 力、
開： )II 官 J、 ト 量牒図 爾ノV ヲ、
rH・I 蝶 リ 同異 ニ北等蘭 ..；，、 失、
ーー J、年四 ナ 之海兵 土持 ヒ

立3於
、

於 同 之Ii 十 レ ヲ 加皮 タ



秋 ーー 入 ーー ス 泥厚 ーー ーー シ 時 プ

回 於年採へ 炭サ シ 関 ブ 代 a，、

横照 ブ 以掘 キ ノ ヲ ブ 係主主： ーー 泥

手下 ノ、 後 セ 毛 始増三 ス 生於炭

町 ユ 第某 ーー フ ノ メ セ 尺 ノV ult ブ 層、
附於ー 採於 v ナ ア ノv T ＝＝ セ 生 中

－·~ 返 ケ 掘アタ キ 燃等抹 ト フ 成 ーー

ノv 章使庚ノV =E: 草寺 ノ － ー
論 JV セ ..＞、

泥 用 ク 毛 4地 ーー 例於 ヲ ． フ 7k 

来秋 等燃 ノ 炭供 ア ケ 須法 レ fiiJ 

産田ニ料、石 セ リ JI戸 タ 度今時

出｝際開ニ如炭ラ 如 ス J、 日 代句、

地 i、 シ 供 ジ 、 等 v キ 故堆向ノ

一 子責 後J、 夏セ而ノジ 一ーー オ1

左泥 ニクシ未，、 百濁 .A 其幾

ノ炭諌ノV アタ何 五逸「 JV 厚何

如産 JV 、． 欧 使 L〆 十 ..；・、 植 ナ 毛

ジ 出 ，、．． ーー 洲用 ノ 年 ノ 物 ヲ 無

地 "i- 至 ーー セ 時 乃 ノf ノ 増 ク

ノ ヲ 於 フ 代 至 量大 三J
」 、

材タ プ レ〆 ナ ｝ ーー 気 セ ア

料 ノM
..；，、 サ '} 百於候 JV 生司、

ナ 毛 西 ') ジ 年 ケ 土 毛 h立

三／ ノ 厚手 ジ ヤ 間 ノV 壌 ノ セ
司、

． 紀以 史 ーー ま日 排 ア フ

如 元前乗 三J キ 水 ・7 Lノ A 
、．

ヨF 入 ーー ノ プ 四等 ト 或

ニξ 百於之 十 十 ノ ヱ三
，，、

本入ア ヲ 尺年如 フ 羅、
邦 十段徴 ノ 間何而馬
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ニ曾郡（ニ〕ノ 高佐 ト（ー） Iν 横

介塚吉 I白川加 セ 狭手司、 、
在中 田下・ュ 潤虫 JV 北長町 人 秋司、
セ 野村吉之 井 森 匝 J、 ノ 附 郎田

JV 等 ノ 旧 ヲ 野岡域角地近 潟 市

狭 ヲ 中 ヨ産根耳 ーー 問方 トー附附、．
小包 Fド '} ス 回収 ジ Jll ヲ J、 逗近

ノ 合吉高ノV 谷及 プ 町稀即

地’ス 回 口 ーー 地 ヒ 卒 ヨ ジ チネ黄司、 句、

ーー 内下中止及同 鹿 リ 左北手

之高吉 野 L〆 ヒ 那郡南 ノ J、町

ヲ 口 回 ヲ '} 目黒田 ，、
四卒附司、 司、

産 鷹高経 村川根入 I孟鹿 Qi
_;;r. 野 口 テ 地村森柏域郡司、
JV J、七曾 内 ノ 村ニ ヲ 角

ーー 最 日 壕 最中 ノ 至包問

過 屯 市 ーー司、 毛 百中 リ 括川

キ 多鷹至 泥高上東ス町

五え ク 野 レ 決別 田 J、 ヨ
、 司、

泥蛭ノV ーー 落村大 リ
『．

決 問：街 富合下戸 南

ヲ 井道 ・、、． 中 田川 J、
司、

産 － ー
.I ，其野村西 雄

、
ジ 同雨 他等根 J、 勝

其郡側 －＇・、 ヲ 田 浅 君日

九 他 j召 － ー
田包谷舞 床

.＞、 館 ミノ 岡合時街 舞．

田村 j" 間ス 潤道 一由
l市i ノ 卒 狭 内井 ヲ ~ 

閣で鹿 小百可境 レ’



ト 谷 ナ 回 ト ヨ 横 ヲ（四〉ー } .；、 芽1]（三）

泥地 JV 地 芳、 フ 手 占 般 田前 島司、
炭 ノ :t: ト 泥採町 ム 雄 二岡二 ヲ ~ 司、
ト 最是 ナ茨掘 附此勝大 ノ 者界鹿
ノ 上 ヲ ス ノ ス 近臣郡ナ 其 ノ ト 君E、 司、
間 屠開而採谷 ーー 域三 1) 間如 ミノ 陸

ーー J、墾 ジ掘地於 J、輪 ーー グ 陸合

白 黒 ジ プ
，.；，、 ト プ 前村ス 交面合村

粘土 ア泥此 J、 ＿，.、 三野 .；，、 積村谷

土 一申 回炭等蘇泥者 中 ノV 庚谷地

ヲ ジ 地 ヲ 原苔炭 ーー 附 毛 jJ 地新台、
有 プ ト 埋野葦 ヲ 比屯 ノ フ． 新聞

ス 其 ナ識 ノ 査俗 シ ーー 無 サ 回 附司、
ノV 下 セ セ 開 ノ ーー 面 ミノ ク JV 桑 3lf司、
::1 層 ＿，.、

JV 墾生根乎積 ブ 且 ニE ノ ー苧

＿，.、 谷 ヲ 3ζ 子ツ最野 ヅ 泥木 主／
司、

ア 直反 t也 目 JV 叉ヨ毛 中 採炭芽lj ブ

ソ ーー 歩 ノ 的 － ー
J、 ヨ 掘 .；・、 島北

而泥七貰 ト 委 田 ナ ヲ セ 全根西
ミ／ 炭入買 ナ セ 村 9 床 フ 医 ヅ ，，、

プ ナ 十債 ジ タ ネ艮 舞 Lノ 域木常

黒ノv 園格採 JV 子 ーー 得 ヨ 場 野

土 ::1 ーー J、 掘混 ト ；邑 ，、、 リ 等源

層 ト 上 一 後 地稿 3、 キ す宋 ヲ 太、
ジ

白 ア 騰反 ノ 性 JV 泥掘 包左

キ占 専
炭 合 馬9 ス 歩谷 ノ 道 セ

土 叉 ト ニ地原
プ

路 ノ フ ヲ~ . 

野 谷
、 、

屠 J、 云四 ，、 ノ 深 ν 此南

並黒 フ 十之 ナ 地
東 サ 殆地東f 「

ーー こを． 国 ヲ リ f ~ 個。 毛 ン 主主 J、
＼ ／  

四
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土 泥錯横 ，，、 タ F甘 ア 泥表 ナ i也 泥 泥

暦 炭 雑手前 ノV 逗 リ 決 ・ユ JV J、 茨 政司、
ア ヲ シ町記 泥 ーー j寵 層示 ト 滋 ノ 採

' ν 採ア F付 ノ 炭 於 野 ノ ス ノ j閏 採 掘
，、 掘 精 近如屠 ブ 附 厚 カ 理 ーー 掘 ノ

’ーク｝ ス 密 ノ ク ノ 毛 近 ？？ まu由 ‘ン J、 深

ヲ JV ーー 泥僅 厚層 ーー J、 ク ーー ラ 谷 サ

毛 ーー 之 決 ーー サ ノ 於根三 依ー地 地 ー且a，、
，除 ~、 ヲ 産 主主 J、 厚 プ 田 尺 9 下 ヲ 尺

去嘗知 出 三各 サ J、 谷 内 横 三田 以

ジ 初 Jレ I也 分 l也 丈採 地 外 手 問地 上

左 谷 ーー ノ ノ 共 僚 掘 ~H ーー 町 尺 ーー ーー

画 地難商 一 ーー ーー ノ 近止 附 ーー ナ 及
、

ーー ノ ヨF 読を ーー 一・ 及深 ーー 近 至 ス ，、
’す

示草 毛 J、 止丈 フ サ 於 レ ーー レ ヲ ヲ

セ ヲ 四 未 ν 内 ト
__L. 

プ 9 於 J、 主／、
ノV 刈 百採 ノV 外 云 尺 J、 ア 出 ナ

ま日 JI 町掘 カ ア フ ーー 一 J、 水 ノV、
ヨF 鍬 歩 地主日 ヲ 蓋 及丈 泥 ジ 目

、 、
金 ヲ 以現 ジ 而 ジ フ 像 決 深 的

箆 j目 上採 シ 穿 毛 ーー 採 ク ト

ヲ ヒ ーー 掘 プ 井筒達 掘之 ナ

泥 プ 日 I也 t采 ノ ;lミ ジ ノ ヲ ス
、凶

炭 上 L〆 既 掘 際 泥 其 深 i定 ーー

層 土 JV 採 セ － ー
決下 サ 掘 ア

川

rド ヲ ft 掘 フ 確 層 ーー J 、 7. /I/ 

ーー 除 虫ll 田 )I/ 会lJ ア 青 一 ，.〆 ト

拘I キ 三J t也 ． セ リ 色 f世 ノ 及司、
入 白 等 毛 フ 野 中占 ーー 困 ヒ

シ 粘 キ日 ノ L〆 中 土 古1iJ 難谷



易 採基 ーー 泥 プ 毛 ス 村

ーー 掘 因及 き足 J、 之ノV 附

指 ジ ス 7 屠 普 ヲ 時近 四

虫i タ JV 所 ヨ 通 品E ...、
ーー ー

ヲ ノV 毛 ア ソ 縦横縦 プ

以 泥 ノ ヲ 泥 約各横 －＇・、 尺
可．

プ 茨 一・－ 是 炭 一 約 ーー 縦

押 －、 三／ v ヲ 尺 六於約
五

、・．
告l極 / 土載 横寸 プ 五．

寸、．
ジ メ 最地 断 約 長約寸、

¥ 得 ア 毛 ノ ス 一 サ ー横一
"'"'- 多普放 ノV 寸 約寸 約 寸 玉

、 、
ク 量通 iJl 一 長 一長三、
’E、圃，， ノ ナ ーー 一 サ 尺サ ミf司、 練泥 メ 水 プ

ヲ 水 ノV ヨ 段 主句 ーー ーー 長 等表 う？ 持之

附 分 ヲ ゾ 又 一 蹴於 サ ーー 各容 ヲ ヲ

近 ヲ ニ泥 J、 尺 ！民 プ 約依 片易合本I:
ノ 合 段炭 一 一 二え 約 一 ブ ノ ナ 『ー、． 、 ；民｜一 一
未有及 ノ 段 寸 JV 五尺大大 ') 頗 ーー司、
千葉 シ ヒ f宋 ナ ーー :::l 寸 五小 サ 新 JV 載司、
掘 随三掘 ノV 載 滅寸 ノ J、 ク 柔取

谷 プ 段 シ 所 取 ア 縮 ヲ 差土載軟 二九
、

j也頗 ナ 得 ア .7. リ A 普 ア 地断 ナ 蓋司、 、
ーー ノレ ソ フ ヲ 桑 叉通 JV ノ セ ノV 5〆、

申E
鑓柔 ト ノV 或 ノ 田 ト 毛 習 フ ヲ 泥

布 軟 ス ，、 ＿，、 木村 ジ 根↑貰 L〆 以決司、
シ ーー ヨ干 一一 附附之 回 人 タ 7 ，，、

ブ シ 深 段 近近 ヲ 谷夫 ノV 故多
司ー

）；！，乙． ノ争 サ 四 ーー ーー 乾 地 ノ 柱取量、
燥 容 一国 段 方を ブ 燥 田熟般極 ノ



秋 十 業 ス 泥 へ
、

旧 銭 ス 谷炭 ノV
a” .- , "・-・ a 晶圃’

市 ー 万M ノV 地 ヲ 檎

F甘 主ト ノ 産 ノ

近 五 ヨF 草出 幹

二十
J、 刈 ス ナ

諸 銭 千 リ JV 9 司、
所 ナ 五上谷 ト

ニ秋 リ 百 土 地 7-

泥 田 ト 本除 J、

炭 市云乃去多

ヲ 附 フ 至 及 ク

埋 近 一一 ヒ ノ、

議 千 泥村

セ 本哉氏

JV ノ ノ ノ

毛 柱蓮 共

ノ 航機有

，． 泥 ヲ ーー

まn 決 除 麗

ミJ 片 ヨp ジ司．
然 守 普各

L〆 蔵通 戸

ト 取 ー ーー

毛 ジ 人於句、
現 其 十 ア

時 賃 二之

採 金 時 ヲ

掘 J、 問 採

セ 三作掘

ノV 叉 j尼 ノv 月 プ ミJ

毛 松 炭 ヲ 初 降 其

ノ 棲層以秋 雨柏、

ア 類 中 プ ーー ーー 堅

リ ヲ ーー 採至 備硬喝、
田 見 J、 据， JV ，、．． ト

キ艮 JV f重 セ 間 夏 ナ

森 ::I 々 ス 十 ーー ノV

.::.. ト ノ ト リ 車2 ーー

プ ア 樹 云 燥 至

質 リ 木 フ ジ ヲ レ、
見何 ノ 九 総 ィ、

シ レ 樹 月 績 之

タ .:'(; キ艮 以 Jえ 守
喝、

JV 屠 ヲ 後 採 積

毛 中 埋 ~、 掘 重

ノ
ー－ 

競 採 ノ ミノ

J、 横 ス 掘 時 能司、
査 d，、 二ti; ジ 期 / 

径 ソ 最 タ ”t 主n

－一 プ 毛 ノV 普 ヨF

尺 存普 泥 通 モ司、
長 1王 通 炭 四 ノ

サ ジ ナ ノ 月 ヲ

一 大 ノV 乾解 以

丈 サ ，，、 燥雲 ブ

一 高檎一 ーー 後 之

尺． タ － ー
通 ヲ ヲ

－ ・9 ズ ジ セ リ 被

及 ナ プ サ 九 ヒ

l 

四
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四
ヨ工

mr 1J、 ジ I司 一秋層附 1ニ ． ご二 レ 秋砂ノV

飲屋雄造尺 回 ノ 逗仁披／レ 回 グ 所

ーー 村物郡 ア 停上 J、 井 プ ~ iff J事 ナ

日 ーー JI! 四 9 車ニ 奮 回其 帯停 メ キ

9 露 ノ ツ ブ 場土時村下 ノ 事 ーー ト

共出 屈 小其附砂川 附層地 場 精 此

ーー セ 曲 屋下近 ヲ 一迩 ヲ ＿，、 ／ ー． 古田 地

i可 ／V ジ 村 ーー ノ Jt ノ ーー 調 現東 ーー 方

水泥 プ ト 泥 狭積泥於査 時雨 虫：ノ

面 炭水同炭小 ジ決 プ ス 悉 秋 産 燃
ヨ 層 勢郡層 ナ プ ヲ 諸 JV ク 国 出料

リ J、 ノ 且」亘E王! ア JV 建産所 一日 田 君E ノ 一H・
二延激岩 ヲ 谷設 セ ーー 停 地底 匝 乏

丈長 ス ホJ 地 セ ノV 泥車 ーー 山 :J:;i長 ジ喝、
僚数 JV ト J ・ フ 谷 炭場 る／ 田面 :f1 

ノ 町所 ヲ 最 L〆 地 ノ F甘 プ 村蔵 フ

高 監 ーー 境 上 タ ーー 存近泥 蛇等サ

サ 岩常 セ 部 JV ジ 在 ノ 炭 聖子 ヲ ノV

ーー 村 リ ノV ーー 毛 ブ セ 狭 ノ 町知 ト

在 ーー 此雄 黒 ノ 秋 JV 小露 ヨ .JV ーー
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